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　本研究では，インタフェースとしてタッチパネルを使用した携帯電話を開発した．従来テンキー
と十字キー，および数個のボタンで操作していた携帯電話だが，本研究で開発した携帯電話ではボ
タンは 3つのみ搭載し，ほぼ全ての操作をタッチパネルを通して行う．我々はこの携帯電話のイン
タフェースについて，利便性が従来の携帯電話に比べ向上したことを報告する．
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第1章 序章

現在，遠隔地間で通話する方法として携帯電話が使用されている．ユーザは携帯電話を
使ってどこででも通話することができ，これまで固定電話や公衆電話を利用して行われて
いた仕事相手や友人同士の連絡がより容易になった．[1]
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第2章 関連研究

2.1 ○○の研究
2.1.1 ○○における××の研究
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第3章 提案
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第4章 評価実験
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第5章 考察
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第6章 まとめ
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